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丹沢空撮

右手前から中央が、表尾根から

塔ケ岳の登山道。'99年 11月撮影。

田中徳久(学芸員)

特別展「丹沢の自然」

2004年 1月25日まで開催

「丹沢大山自然環境総合訓l査報告書』

(I997年)の序で、遠山三樹夫調査団

長は、昭和 22年、最初に塔ヶ岳に立っ

た時、その周辺にはブナ林があり、山

頂には風衝草原が存在していた、と記

している。当時、すで、に山頂周辺には

草原が広がっていたが、 今とは異なる

植物相豊かな自然の草原に近いもので

あった。しかし、その後、 草原は裸地

となり、現在の草原はそれが復元され

たものである。ブナの林も当時より大

きく後退している。尾根沿いの薄くく

すんだ黄緑色の部分がササ原や緑化さ

れた場所である。また、奥に見える主

稜も含め、そこかしこに崩壊による白

い地肌が見えている。崩れやすい山休

も丹沢の特徴のひとつであり、大きな

問題ではあるが、そこには、ビランジ

やクロテンコオ トギリなど、崩壊地を

生活の本拠とする植物が存在するのも

丹沢の特徴である。
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フィリピンで箱根を考える 神奈川県温泉地学研究所 寓年一剛

海外の火山を見に行く

私は研究所の業務として箱根火山の

地質jtj造を解明するという諜題に取り

組んでいます。地質構造を解明するこ

とによって温泉の保護に役立てたり、

今後の火山活動を占ったり、いろいろ

な波及効果が期待できるからです。し

かし、箱根火山の研究だ、からといって

箱根火山だけを見ていて研究が進む

かというとそういうことはありません。

どうして他の火山を見に行くことが必

要なのか、なかなか筋道づけて言うの

は却しいですが、おおさやっぱに2つの

理由があると思います。一つ自の理由

はある地屈をみたときの解釈がどうし

ても思い浮かばないととがしばしばあ

るということです。トラの写真のジグ

ソーパズ、ルの断片を手に入れても、 ト

ラの姿形を知らなければ、その断片の

意味は全く不明でしょう。他の火山を

みるというのは、この場合、 トラその

ものを見に行くと言うことに例えるこ

とができるかもしれません。もう一つ

の理由はどうして箱根火山はそういう

風にできているのかということが、箱

担火山だけみていてもわからないと言

うことです。そもそも比較をしてみな

いと違い、すなわち特徴がわからず、

特徴がわからなくてはその意義がわか

らないのです。これはちょうど、私た

ち日本人が海外に出てはじめて、当た

り前に思っている日本文化を認識し、

自分たちの特徴や社会や文化の良さ

(悪さ)、そしてそれらを形成した歴史

の重みを自覚するという体験ととても

似ていると思います。

日本は火山国でたくさん火山がある

わけですが、日本の火山を全部回って

も箱般を考えるには十分というわけで

はありません。海外には日本にはない

「極端な」タイプの火山があり、それ

をみることが大きなヒントになること

があるのです。

フィリピンに行く

私はこの夏、国際地球物理学期IJ地

学迎合 (即GG)札幌大会の巡検とし

て企画されたフィ リピンの火山をめぐ

る見学旅行に参加することができまし

た。この巡検では美しい円錐形の山休

で有名なマヨン火山、1991年に|噴火を

して山頂にカルデラができたピナツボ

火山、巨大なカルデラ湖を持つタール

火山の3つを回りました。このうち今

回は、マヨン火山の話をします(図 1)。

図1 レガスピ港からみたマヨン火
山 (著者帰彩)

マヨンはどうしてきれいな円錐形か

火山にはいろいろな形があるのは皆

さん何となくご存じだと思います。火

山の形を決める重要な要因の一つは、

火道(マグマが地表に供給されるとき

の通り道)が安定していてずーっと同

じ一本の火道を使い続けるか、あるい

は火道の位置が不安定で、 一寸1史った

ら、別の所に火道を作って、また一寸

してさらに別の所に火道を作って、と

移動に移動を重ねるか、といった 「火

道安定性」の度合いにあります。火道

が安定か不安定かという違いはその火

山のある地域にかかる力の具合に関係

しているという考えが有力です。ある

l詰所が非常に圧縮をうけた場所である

ならば、そういう場所にマグマの通り

道となるI也殻の割れ目を作るのは難し

いので、 l度できた害IJれ目を大事にっ

かう傾向が強くなります。そうしたと

乙ろでできる火山の火道は安定するよ

うになります。一方、ある場所が引き

延ばされている場所で、あるならば、 富IJ

れ目を作るのは簡単なので噴火の度に

割れ目を作って二度と再利用しない、

使い捨ての傾向が強くなります。そう

した場所でできる火山の火道は不安定

になるわけです(図2)。

マヨンの場合、 一つの火道を後生大
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事に使い続けているので、その火道を

中心とした円錐形の火山になっている

と考えられます。一つの火道を使い続

けていることから、マヨンのあるとこ

ろが強い圧縮をうけている場所である

ことが推定されます。このことはマヨ

ン周辺の活断層分布からも裏付けられ

るように見えます(図3)。マヨンは南

北を断層に挟まれたくさび状の地塊の

先端部分にあります。乙のくさび状の

部分は、南北の断層の運動方向からみ

て、あたかもルソン島のなかを西側に

「打ち込まれて」いるように見えます。

打ち込まれたくさびの先端は周りから

ぎゅうぎゅう押されているので、大き

な圧力を受けると考えられます。そこ

で、この考え方について思い切って

フィリピン側の研究者にぶつけてみま

した。

フィリピン側からは「異議あり」

フィ リピンの研究者も 「うーん、よ

く考えたことがないけどそうかもしれ

ないねえ」という感じの方が多かった

のですが、フィリピン大学のLagmay

先生は反対のようです。Lagmay先生

の研究によればくさび状地塊の北縁で、

ある、レガスピ ・リニアメント(直線

状の地形、断層であることが多い)の

片割れはなんとマヨン火山の真下を

通っているのだそうです。とのことは

地形的に明らかにされていると言うの

です。つまり、この断層はマヨン火山

O (J(J 代げ
可

;":， 

マグマだまり

図2 地殻にかかる力(応力〕とマグ
マ供給系の関係.強い圧縮をうけて
いる地域では，マグマを供給する岩
脈は収束していぐ傾向があるが， 圧
縮が弱いないし引張場では岩脈はあ
まり収束しない.高田([991)を改変
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図3 マヨン火山周辺のテクト二クス
(地殻の構造，活断層や，沈み込み帯[海
溝].火山などの配置).IUGG Fi巴ld
Trip Guide Book A5を改変.

14。
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が形成されてからも動いているので、

マヨン火山の等高線は円形で、はないの

だそうです。フィリピンでは日本と異

なり、地形図の作成年代が戦争直後と

大変古く、現行の地形図からこのよう

な情報は読みとれません。Lagmay先

生は国軍の航空機や自分たちで上げた

凧(!)から航空写真を撮り、得意の

デジタル写真測量技術を用いて、マヨ

ン火山の「ゆがみ」を明らかにしたそ

うです。

Lagmay先生の説では、マヨン火山

の直下にある横ずれ断層にフ。ルアパー

トによって生じた溶岩の供給路がある

というのです(図4)。プルアパートと

は、横ずれ断層が一本の直線ではなく、

途中で鈎型になっている場合、鈎型に

なっている部分に開く力が働く現象の

ことを言います。Lagmay先生はプル

アパートが形成されることで、実際に

地殻が地下深くまで開いて、そこを通

路にしてマグマが供給されているとい

うモデルを考えているのです。

箱根と横ずれ断層

しかし、箱4良からきた私としては 「な
るほど、そうですか」とは言えない事

情があります。実は箱根も横ずれ断層

の上にあり、プルアパートの上で発達

したという考えがあるのです(図5)。

箱根は南北に延びる左横ずれ断層系

によって切られていることが明らかと

なっています。この左横ずれ断層系は

丹那平山構造線または棚場平山構造線

とよば、れ、伊豆半島中部西海岸から丹

那盆地、箱根を通って山北町平山に抜

ける断層系です。1930年の北伊豆地

震で、動いた丹那断層はこの断層系の一

部であるほか、私の考えでは箱根でし

ばしば起きる群発地震の多くもこの断

層系の地震です。

箱根の中央部は中央火口丘によって
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覆われているため、断層がどうなって

いるかはわかりません。しかし、丹那

断層からつながっている南側の箱根町

断層と、北側の平山断層(いずれも丹

那平山構造線の一部)は直線ではつ

ながらず、 両者の聞にプルアパートが

生じていると考えてもおかしくありま

せん。

プルアパートは確かに安定した火道

を作ることができるのかもしれません

が、フ。ルアパートでは地殻を引き延ば、

そうとする力が働くために前述のよう

な理由から、火道は逆に不安定になる

可能性があります。箱根の中央火口丘

は一つの富士山型の成層火山ではな

く、あちこちにできた火道から供給さ

れた溶岩の固まり~溶岩円頂丘の集合

体です。こうした箱根の地形的特徴と

プルアパートの存在は何ら矛盾しない

のです。

マヨン火山田場合この穴
を通って溶岩が出てきた

図4 プルアパー トの出来方• 2つの
横ずれ断層が一直線上でつながらな
いとき両断層の聞にブ，0}レアパートと
呼ばれる構造ができる.

多様性が重要 I

面白いことに、形の全くことなる箱

根とマヨンについて、おのおのの国

で、横ずれ断層によって生じたプルア

パートを火山の形の説明として用いて

いるわけです。ですから、議論が生じ

るわけですがLagmay先生はプルア

ノtートの上にできた火山の火道が一

般的に不安定であることも当然ご承

知で、こうした地形の違いを山休の重

量で説明をしようと考えているようで

す。さすがにこれ以上の手の内は聞き

出すことはで、きなかったのですが、今

後のLagmay先生の動向は注目です。

Lagmay先生の秘策は秘策として、私

も研究を進めなくてはいけません。

火山の形の研究は単に地形学的な興

味にとどまりません。すでに気が付い

た方がいるかもしれませんが、火山の

形はその場所への力のかかり方や地盤

の動きと関係しているので、その付近

の地震がどうして起きるかと言うこと
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を解明することにもつながっているの

です。

ともあれ、全く別に見える事柄を同

じモデルで説明している人や、逆に全

く同じ事柄を別のモデ、ルで、説明してい

る人に出会うというのは、強烈な印象

が残る得難し、体験で自分の考えを進め

ていく上で大きな起爆剤になります。

との小文で、もおわかりになったとおり、

カルデラ火山の研究だからカルデラ火

山のことだけみていれば、いいというわ

けでもないのです。

ここ数年、日本全国リストラばやり

で、何で、も効率的にやることがもては

やされています。県の研究機関も、神

奈川県に役立つことだけをやっていれ

ばいいとか、すぐに成果が出る研究を

やれとか、いろいろいわれています(も

ちろんフィリピンも 「県内」ではない

ので自腹ですよ)。しかし長い目で見

て、ほんとうに何が役に立っか、何が

図5 箱根を南北に切る活断層である
丹那 平山構造線.乙の構造線は箱
根火山の下で，プルアパートを形威し
ているという考えがある(左上囲み)
プルアパートによって生じた断層の上
に中央火口丘溶岩の出口(ムで示す)
が配列しているのではないかという
高橋ほか(1999)を改変.

効率的かと言うことは人間の浅知恵で

は計りかねるというのが実情ではない

でしょうか。むしろ、全く新しい考え

方や見方の獲得は、多様な個性の出会

いやぶつかり合いのなかでようやく生

まれるという、なかなか非効率的な作

業なのだと思います。神奈川県のこと

だけ考えなくちゃ、とちぢとまるので

はなく、世界の中から神奈川のことを

考えるという態度の方が実は近道にな

るのだと私は考えています。
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研究ノート アジアの大豆発酵食品

写真 1 コウ ジカビ CAspergillus
f)avus)のコロニー(正木照久氏撮影)• 

納豆はお好きですか?

私はちょ っと苦手という方でも、

味噌か醤油なら、日に一度は口にな

さるはずですね。これらは、いずれ

も菌類 (カピ、酵母)や細菌(バク

テリア)など微生物の助けを借りて

大豆を発酵させた食品です。毎日の

生活に発酵食品は欠かせません。

昨年の 10月 13日、元旭化成ライ

フサイエンス総合研究所の高田正樹

先生、正木照久さん、 川口みどりさ

んを講師に招いて「食卓を豊かにす

る発酵食品」という講座を催し好評

でした。講座では、食生活に役立つ

カピのお話しを伺った後、顕微鏡で、

そのカビ達の“美しい"素顔を観察

しました (写真 1， 2)。そして、 「発

酵食品の夕べ」と称した懇親会では

料理研究家の、友の会会員中村恭子

さんによるアレンジのもと、皆さん

が持ち寄って下さった発酵食品を楽

しみました。地元の飲み屋さんや甘

酒茶屋の若E那までゲス トでお迎え

して、数々のお酒やチーズ、鰹節、

漬物など、 実に数十種類もの発酵食

品が揃い、全種を口にするのも大変

な多様性でした。つくづく、日頃お

|立話になっている菌類たちに感謝を

した一日でした。

も効用が注目されている日本の納豆

についてはご紹介するまでもないで

しょう。では、残りの二つ、東ネパー

ルの 「キネマ」とインドネシアの 「テ

ンペ」 なるものをご存知でしょうか?

写真2 同コウジカビの分生子柄 (正
木照久氏撮影)

シッキム・ネパールのキネマ

2002年の秋、植物担当の木場学芸

員がシッキムに調査に出向くと聞き、

チャンスとばかりに、ネパール東部

一幣に分布するという大豆発酵食品

「キネマJの情報収集を依頼しました。

滞在中、現地で食事に招かれた木場

氏は、野菜妙めに混ざった納Eの匂
いがする互のようなものに遭遇。ご

主人に聞くに、それは木場さんら客

人への配慮から水で、よく洗い、粘り

を取り除いたキネマそのもだったそ

うです。早速、市

場に案内しても

らったところ、キ

ネマ売りのおばさ

んいわく 「良く粘

るものほどおいし

い」とのこと (写

真 3)。次いで同

地の調査に出向い

た勝山学芸員は、

市場で乾燥させ

たキネマを発見し

て持ち帰ってくれ

ました。乾燥させ

出川洋介(学芸員)

かすかに爆製のような香りがするも

のの味も香りも素朴な日本の納豆そ

の色のでした。納豆とキネマはいず

れも枯草菌という細菌(納豆では話、

キネマではシダの葉から得る)によ

り大豆を無塩発酵させたもので、粘っ

た糸を引くのが特徴です。タイから

インドにかけての各国にも国ごとに

類似のものがあり、更に飛んで西ア

フリカにはフサマメノキ (Parkia属)

の豆を細菌発酵させた 「ダワダワ」

と称すアフリカ版納豆があるそうです。

インドネシアのテンペ

他方、 「テンペ」はやや異色です。

インドネシアのボゴール植物園に滞

在中、初めて賞味したテンペは、煮

ても焼いてもおいしく、街角の屋台

で揚げたスナック風テンペはおやつ

にう ってつけでしたが、市場で生品

を見てぎょっとしました(写真 4)。

まるで豆腐のように見える白い塊の

実態は、表面をびっしりとカピの菌

糸に覆われた、ゆで大豆です。細菌

ではなくカビが発酵に用いられてい

るのです。以前講座でお招きした椿

啓介先生はテンペの起源を探るため

に昔ながらの製法を調査され、大豆

を包む葉に着目されました。先生か

ら送って頂いたハイビスカスの仲間

の葉を洗って培養すると、面白いよ

ろにテンペに用いるクモノスカビが

出てきました。このカビは生きた状

話を納豆に戻します。文化人類学者

でもあった故中尾佐助氏は農耕植物

の起源を論じる中で「納豆の大三角形」

という面白い仮説を提唱されていま

す。アジア各地に見られる大豆の発酵

食品は大きく 三方向に分化したのだ

ろうというのです。最近、マスコミで たときの名残か、 写真3 東シツキムの市場で売られるキネマ (勝山輝男氏撮影)
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態の葉の中に既に生息しているとい

うことが日大薬学部の小川吉夫先生

らの研究で証明されています。テン

ペが生まれた背景には赤道直下の気

候風土ならではの工夫があったので

しょう。「納豆の大三角」とは言っ

ても、南下したテンペは、北上した

納豆やキネマとはかなり異質なもの

といえそうです。昨夏、イン ドネシ

アと関連の深いオランダを訪ねた折、

一般家庭でもテンペが案外普通に食

べられていることに驚きました。近

年、無塩納豆については国際学会も

開催され、テンペについては世界的

に関心が高まっているようですが欧

米に比べ日本では未だ知名度が低い

ですね。粘りや匂いの苦手な方には

きっと納豆よりも食べやすいはずで

すよ。

前述の高田先生は今年、 ]ICAの長

期指導員としてインドネシアに赴か

写真4 インドネシア ジ、ャワ島の市
場で売られるテンペ.

れ、現地の大学でテンペの製作実習

を視察されました。現在では予め米

の粉などにクモノスカビの胞子を確

保し、それを大豆に接種した後バナ

ナの葉や袋で包んで発酵させるよう

です。お返しに日本の味噌 ・醤油に

ついて講義をされたところ、大変興

味を持たれたそうです。味噌と醤泣|

の涜れはカピを用いた大豆発酵のも

う一つの大きなグループといえます

が、これらは製造過程に塩を用いる

乙とから、無塩発酵の納豆とは大き

く区分されます。味噌や醤油の起源

は、中華料理などで使われる豆鼓(ト

ウチ)などが、大徳寺納豆のような

寺納豆として日本に伝えられ、手を

加えられたことに始まるといわれま

す。この系列の大豆発酵には塩分に

強いコウジカピが用いられています
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が、これは文字通り麹を作る為のカ

ピで、お酒を筆頭に発酵食品に広く

用いられ、 日本の“国菌"とでも言

うべきカビだろうとの意見もあるほ

どです。在、も昨秋、麹を分けてもらっ

て“手前味噌"を仕込んでみましたが、

同じ麹カピを用いていても仕込み方

の違いで地方ごとに、あるいは一昔

前なら家ごとに、あたかも種が分化

するように味噌の多様性が生じ、代々

受け継がれていたのでしょう。

豆腐の加工品

麹の詳細についてはまた次回に譲

るとして、もう一つ、やはり大E発

酵食品としてカピを用いた豆腐の加

工を紹介しましょう。

納豆の大三角形のほぼ中央は、タ

イ北部から中国雲南省一帯の“東亜

半月弧"と言われる地帯です。中尾

氏ら京大のグループは、納豆以外に

も様々な食物や作物、風習など文化

についてもこの地域に源流が見出さ

れるとする照葉樹林文化説を提唱し

ました。かねてから念願だった、こ

の雲南省に 2000年の秋、私は隠花

植物調査隊の一員として派遣されま

した。調査では、なんとかして、そ

の名もずばり 「毛豆腐(マオトウフ)J

という食品を見たいと探しましたが

失敗。同調査の別隊に参加した森林

総合研究所の宮崎和弘氏の写真をお

借りします (写真 5)。見ての如く、

豆腐に直接ケカビ 目のカピを生や

写真5 中国雲南省の市場で売られ
る毛豆腐 (宮崎和弘氏撮影)• 

し、そのまま食べるというものです。

ちょっと勇気がいりそうですね。こ

れは次第に洗練され、塩漬けしてよ

り食べやすく したものが 「腐乳」と

呼ばれ横浜中華街などでも入手でき

ます。香港映画で中国風チーズと紹

介されていましたが、濃厚な風味の
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調味料的な食べ物です。細菌も含む

特性タレに漬けた 「臭腐乳」は更に

強い匂いをもち、 紅い色素を出すモ

ナスカス (紅麹)というカピを利用

した「紅腐乳」は甘く、さらに、そ

れを泡盛に漬けたものが、沖縄名物

の「豆腐ょう」です。

豆腐一つ、大豆一つをとっても、

各地でこのように多様な発酵食品が

生み出されてきたというのは、興味

深いことですね。食べ物の持つ素材

の味を活かすことにかけては、日本

料理は優れたセンスを持つといわれ

ますが、 更に微生物の力を借りて素

材を加工することにより、一層、奥

行きのある複雑な風味が生じます。

それは微生物が素材を分解する過程

で、様々なアミノ酸など旨味成分を

生じるためです。自然界には多くの

微生物が存在しますが、その作用の

うち人聞に役立つものが 「発酵」と

呼ば、れます。しかしよく似た作用で

あっても害になる場合には 「腐敗」

と表現されます。発酵と腐敗とは違

いは紙一重なのです。

おわりに

学生時代、私は、 自然界にひっそ

りと生活している名も無いカピ達に

光をあてることに専念してきました。

そして博物館でも折にふれて、ミク

ロの不思議をご紹介してきました。

しかし多くの皆さんには、 顕微鏡越

しの遠い彼方の出来事と伝わったか

もしれません。そういう私自身に、

もっとずっと身近なところで活躍し

ている菌類への興味を持たせてくれ

たのは、むしろ博物館を取り巻く 皆

さん方でした。お餅にカピを生やさ

ぬ水餅の工夫とか、糠床や味噌樽は

家の北側に置くものだとか、ボラン

ティアや友の会の方々から教えて頂

いたことは数知れません。発酵食品

のように、 生活の中の工夫から自に

見えぬ微生物たちとうまく付き合う

方法を育んできた多様な人々の知恵

も、ナチュラル・ ヒス トリーの対象

ではないかと、近頃で、は思っています。
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研究ノー ト 博物館と行動観察 もうひとつの評価法-

写真恐竜のレプリカの前で

はじめに

筆者はこれまで、ニホンザルやク

モザルなどの動物の行動観察をおこ

なってきました。観察場所(フィー

ルド)は、森の中や草原、動物園の

慌の中やサル山、そして水槽などい

ろいろです。数年前から、博物館が

フィールドになりました。観察対象

は人問、つまり来館者です。本来の

興味は人間のグループがどのように

作られるかにあるのですが、これに

ついては別稿にゆずり、とのノート

では、どのように人間行動を観察す

るか、観察結果が博物館の活動にど

のように頁献できるか、考えてみた

いと思います。

動物の行動観察と閉じように

筆者は、博物館での人間の調査に

あえて動物研究の方法を適用するこ

とにしました。つまり、観察対象か

ら距離をおいたまま、乙ちらの気配

を消しながら、対象がどのような行

動をとるかを観察するのです。人前

という言葉があるように、誰かに見

られている時の行動は、無意識の行

動とは違うので、観察には工夫が必

要になります。半位紀近く昔に世界

各地で人間行動の研究をしたアイブ

ル ・アイベスフェルトが、レンズが

ファインダーとは別の方向について

いる特別なカメラを使って行動を記

録した乙 とはとても有名な話です。

筆者もしばらくの訓練の後、動物を

観察する|時のように、自分の気配を

消しながら、来館者の動向を観察記

録できるようになりました。

来館者の観察から何がわかるか?

①外部評価を知る有効な手段

近年あらゆる場で、評価についての

議論がさかんです。営利を主目的と

しない機関では、「成果があがってい

るのか、存在意義があるのか」など

の問題提起に対し、機会あるごとに

対応していかなければなりません。

したがって、外部評価を常に正確に

把握しておく必要があります。博物

館では、来館者数がもっとも簡単な

評価の指標となるのですが、展示 ・

講座などを通して博物館がどのよう

に捉えられているかを知るもっと直

接的な方法が来館者の動向調査です。

動向調査で、もっとも一般的な方

法はアンケートです。当博物館では、

これまでも様々な視点からアンケー

ト調査を行い、その一部を公開して

きました。アンケー トの場合は、調

査者の知りたいことがはっきりして

いる必要があるし、「誘導」にならな

いよう質問項目を慎重に設定しなけ

ればなりません。さらに、得られた

結果から、結論を引き出す過程には、

それなりの技術が必要です。

アンケートが表(おもて)の調査

だとすると、 裏(うら)の調査にあ

たるのが行動観察です。来館者の行

動には、アンケートの回答にはあら

われない要素が含まれるからです。

展示室での来館者の動き、展示物に

対する反応 (会話 ・表情 ・接触 ・写

真撮影など)こそが、なまの形であ

らわされた来館者による評価といえ

るのです。このような裏の動向調査

の結果から、博物館では、展示方法

や動線の設定、館内の各種サインの

問題点やその解決方法に関し、重大

なヒントを得られると思います。

②教育フ。ログラムへの応用

博物館に集積されている展示物や

その他の情報を教育の場に活用する

表 展示エリアへの滞留率 (5分以上滞留した人の割合の平均)と展示物への接触

エリア S回 n数 延べ人数 ~ffl亙r面n で&平努~、 接触新芯数 接触展示数

地球1 18 330 042 15 2 

地球2 29 1α7 051 ア3 9 

生命1 28 1α:xi 055 95 18 

生命2 15 4∞ 037 40 2 
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広谷浩子(学芸員)

ことは、日頃より期待され、成果を

あげてきています。しかし、博物館

が主体となって教育プログラムを作

ることは、あまり多くありません。

「生涯学習の場」にいながら、十分な

教育技術を学芸員は持っていないと

思います。このような技術の基盤は、

学習者が示す行動を理解することか

らつくられると思います。博物館が

発する情報によって、学習者の知的

関心がどのように刺激され、発達し

ていくのか。この過程を観察できる

格好のフィールドこそ博物館の展示

室なのです。情報発信のプロとなる

ためには、受け手の特性を把握して

おく必要があります。さまざまな性・

年齢の人々の行動を博物館で観察す

ることによって、受け手についての

理WI~がいっそう深まるものと期待さ

れます。

実際の調査はっ

このような期待のもと、 筆者が行

なっている博物館での調査の一例を

紹介します。

展示室内では、来館者が興味をひ

かれた展示物の前で立ち止まり、手

をふれたり、仲間と話し合ったりす

る光景がよく観察されます(写真)。

当博物館では、マン ドラピラ慣石、

アンモナイ トの壁、カンガルーのお

なかの袋などは特に人気の高い展示

物です。5分ごとのスキャン ・サン

プリング(エリア内をみまわり記録

すること)によってカウン 卜した来

館者の数をもとに、展示エリアごと

の来館者滞留率を計算すると、との

ような興味深い展示物への働きかけ

の発現数とよく対応している乙とが

わかりました(表)。展示物への接触

行動の多いエリアが、滞留率も高く、

人気のあるエリアであるといえます。

また、展示物に関心を持たなかっ

た来館者の中には、展示室の l階部

分を涜すよう に見るだけで疲れ、そ

のまま出口を探そうとする人たちも

相当数いるこ とがわかりました。来

館者の関心をひくにはどのようなし

かけが必要なのか、人気の高い展示

物をどのように配置するのが効果的

なのか、博物館経営との関わりから

関心はっきません。今後も観察を続

け、その結果は少しづっ紹介してい

きたいとELいます。
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生命の星・地球博物館開館記念日事業

ミューズ・フェスタ 2004
2004年 3月20日(祝)・ 21日(日)

当博物館の開館記念日に行うお祭りです。

20 日には、『笑う力イチュウ~ (講談社文庫)の藤田

紘一郎先生と青木淳一館長が、寄生虫やダ二、力ビな

どの意外な面白さについて講演と対談を行います。

その他にも、大人も子どもも楽しめる催しが盛りだ

くさん!どうぞお楽しみに 11

ライブラリー通信 丹沢を楽しむ

当館で丹沢をテーマにした特別展を開催する計画があると聞いたとき、

そういえば丹沢には行ったことがないということに気づきました。博物館に

は高校時代から山岳部で、丹沢のことは知り尽くしているというつわものも

多く、そういう人たちの話を聞いたり、いろいろ読んだりしていくうちに、

なんだか丹沢も楽しそうだ、ちょっと行ってみょうかなという気分になって

きました。

大山は途中までケーブルカーで行けるが、ハイキング気分で行くとそこ

から頂上まではちょっときついとか、セラドン石という青緑色のきれいな石

があって、 昔は勾玉や管を作る材料になっていたとか、私にとってはそうい

うことが楽しいのですが、もちろん丹沢が抱えるさまざまな問題、ブナやモ

ミの立ち枯れや追いやられる動植物、ごみの問題なと、に関心のある方もいる

と思います。特別展をご覧になったあとは、ライブラリーでさまざまな図書

や文献に触れて、 自分だけの丹沢を見つけてみてはいかがでしょうか。

「特別展丹沢の自然」と連動して、ライブラリー棋のミニ展示コーナーに

「丹沢を読む」と題して丹沢関係の図書を並べました。ここには主に書庫に

ある副本や、個人からお借りした図書、地図などを展示しています。

また、丹沢関係の図書と雑誌、 ・文献のリストを作りました。このリスト

はライブラリーで所蔵し、閲覧できる図書や雑誌を載せたものです。前回の

特別展から作り始めたのですが、 意外と好評ーだったので今回も作りました。

『丹沢大山自然環境総合調査報告書 1997Jl (神奈川県環境部)、 「丹沢を楽し

む 自然にやさしい丹沢ガイドJl(夢工房)、 『いらすと丹沢 ・山ものがたり』

(山と渓谷社)、『丹沢讃花Jl(ほおずき書籍)、『鹿のフンは何故つぶつぶ?Jl (神

奈川新聞社)など、報告書からガイドブック、 写真集などさまざまなジ、ヤン

ルのものを取り揃えております。ぜひお立ち寄りください。

(司書 篠崎淑子)
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催し物のご案内

-特別展「丹沢の自然」展示解説

日時/ 1月 11日 11:00と13:30

の2回開催。申込不要。 ただし、

特別展の観覧券が必要。

-室内実習「博物館ボランティア入

門講座J[博物館]

日時/1月22日(木)・23日(金)・

27日(火)・28日(水 )・31日

(土)

連続講座 10:00 ~ 1 5:00 

分野/ほ乳類、魚類、員類、維管

束植物、 菌類、古生物、ライブ

ラリーの 7分野

※申込時に、希望分野を第2希望ま

でご記入ください。

対象/一般 30 人 ( 各分野3~5人 )

締切/1月9日(金)消印有効

-野外観察と室内実習「動物の行

動観察入門・動物ビンゴゲーム

に挑戦J[博物館と箱根湯本]

日時/1月24日(土)・25日(日)

連続講座 10:00 ~ 15:00 

対象/小・中学生とその保護者20人

申込締切/1月9日(金)消印有効

-講義「菌類入門講座J[博物館]

日時/2月8日(日)10:00 ~ 1500 

対象/一般40人(大人向き)

締切/1月23日(金)消印有効

-室内実習「ダイパ のための魚

類学入門J[博物館]

日時/2月22日(日)・29日(日)

連続講座 9:30~ 16:00 

対象/一般 10人(大人向き)

締切/2月6日(金)消印有効

参加について

参加費等記載のないものは参加無料です。

また、記載のある場合を除き、 事前申込が必

要です。応募多数の場合は揃選となります。

参加方法や各行事の詳細については、下記

の連絡先までお問い合わせください。ホー

ムページでも詳細を見るととができます。

申込・問合せ先

神奈川県立生命の星 ・地球博物館企蘭情報部

千250-0031 小田原市入生田499
電話0465-21-1515
電子メールplan@nh.kanagawa-museumjp

ホームページhttp://www.city.odawara

kanagawajp/museum/g.html 
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資料紹介 サンタナ層の化石 大島光春(学芸員)

メ ¥ l

図3 サンタナ層産の翼竜化石• Tupuxuara sp. 翼関長約 4m.

図1 サンタナj習の位置.

メッセル、ホワイ トリバー、トゥー

メディシン、モリソン・・全部ご存知の

方は化石好きですね。実は当館で展示

または収蔵している脊椎動物化石標本

の世界的に有名な産地(または地層)

です。ここではそのような有名な化石

産地の一つであるサンタナ層を紹介し

ます。

サンタナ(累)層はブラジル北東部

に分布する、白亜紀の中ごろ(白亜紀

前期末:約 l億 1000万年前)の地層

です(図1)。乙の時代の化石は世界

的にも少ないため、保存の良い化石を

多く産出するサンタナ層は、この時代

の生物の情報を得るためには大変貴重

なものです。

保存の良い化石を産出する地層は、

主に石灰質砂岩からなる、海の底に堆

積した地屈です。化石は石灰質団塊(コ

ンクリーション)の中から産出します。

まさに、タイムカプセルのl宇1から取り

出すような感覚です。

魚類化石 (図2)

サンタナ層からは、大型のシーラカ

ンス類アクセロディクチスを含む 14

科 21属(1991年時点)が発見され

ています。魚の化石は潰れて平らに

なった骨だけというのが普通ですが、

サンタナ層の化石は休が膨らんでいて

鱗が残っており、さらには、筋肉の印

象まで、残っているものがあります。

化石の保存状態の良し悪しは、第

ーに魚が死んでから遺骸が埋没され

るまでの状態によって、第二に遺骸を

含む堆積物が石になるまでの状態に

よってきまります。サンタナ層の場合

はどのようであったか、想像してみて

ください。

翼竜化石(図3)

魚類化石を良く保存したサンタナ層

の石灰質団塊は、薄くてもろい翼竜の

化石を保存するのにも条件が良かった

のです。

サンタナ層の翼竜はPrice(1971) 

によってアラリペサウルス(アラリペ

のトカゲ)が記載されて以来、アラリ

ペダクテイルス(アラリペの指)、サン

タナダクテイルス(サンタナの指)など、

たくさんの種類が報告されています。

図2 サンタナ居産の魚類化石.AxeJrodictys araripensis 全長約 112cm. 2002年
倉田氏より寄贈.
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当館では歯がない種類のトゥプク

スアラ (原住民の精霊の名)の実物

と、歯がある種類のアンハングエラ

(年老いた悪魔)の複製を所蔵して

います。

図4 サンタナ層産の昆虫化石.

昆虫化石 (図4)

da C田taRima (1950)が2種類のカゲ

ロウを記載して以来、少なくとも 15目

(すべて今も生きている)の毘虫がいた

ことが明らかになっています。

毘虫の化石は魚類化石のように石灰

質団塊(コンクリーション)からではな

く、層状に地積した石灰岩の中から見っ

かります。化石を覆っている岩石を物理

的に取り除いたあと、薄い酢酸を使って

石灰岩を溶かしながらクリーニングし

ます。この方法で触角や脚など細かい部

分もきれいに取り出すことができます。
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